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記録更新を目指して
　10 月 19 日、第 11 回町小学校陸上記録会が城川内運動場で開催
されました。　　　　　　　　　　　　　　　　（関連記事＝Ｐ４）



　

10
月
２
日
、
田
尻
小
学
校
（
引
地

俊
一
校
長
、
全
校
児
童
＝
25
人
）
で

秋
季
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
校
は
、
来
年
３
月
に
閉
校
し
、

４
月
か
ら
は
川
床
小
学
校
と
統
合
す

る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、
こ
の
日

が
最
後
の
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
６
年
生
の
倉
津

美み

さ

と
咲
音
さ
ん
が
「
今
年
が
田
尻
小
学

校
最
後
の
運
動
会
に
な
り
ま
す
が
、

田
尻
小
学
校
の
歴
史
と
伝
統
に
誇
り

を
持
ち
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
競
技

し
、
運
動
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
み
ん

な
が
主
役
の
大
運
動
会
田
尻
の
絆
永

遠
に
』
の
と
お
り
25
人
の
絆
の
力
を

合
わ
せ
、
勇
気
と
感
動
を
与
え
ら
れ

る
よ
う
に
元
気
い
っ
ぱ
い
競
技
す
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
宣
誓
し
、
競

技
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

こ
の
最
後
の
運
動
会
に
は
、
保
護

者
の
ほ
か
、
田
尻
、
火
ノ
浦
集
落
の

地
域
住
民
や
同
校
の
卒
業
生
な
ど
多

く
の
人
が
駆
け
付
け
、
親
子
リ
レ
ー

や
地
区
対
抗
綱
引
き
、
歴
代
卒
業
生

に
よ
る
リ
レ
ー
な
ど
に
参
加
し
、
児

童
ら
と
共
に
汗
を
流
し
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
が
最
後
の
運
動
会
を
胸
に
刻

ん
で
い
ま
し
た
。

　

50
歳
の
田
尻
小
卒
業
生
が
参
加
す

る
種
目
に
は
、
統
合
す
る
川
床
小
学

校
の
50
歳
卒
業
生
も
競
技
に
参
加

し
、
そ
の
後
一
緒
に
餅
投
げ
を
行
っ

て
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

みんなが主役の大運動会 田尻の絆永遠に
田尻小学校 第 70 回閉校記念秋季大運動会

　

田
尻
小
学
校
を
卒
業
し
50
歳
組
と

し
て
参
加
し
た
田
ノ
上
啓
一
さ
ん

は
「
も
と
も
と
田
尻
と
川
床
の
人

は
、
保
育
園
と
中
学
校
で
と
も
に
過

ご
し
、
小
学
校
だ
け
が
分
か
れ
て
い

た
の
で
、
同
窓
意
識
は
高
か
っ
た
。

小
学
校
は
離
れ
て
い
て
も
同
級
生
の

大
切
さ
を
再
認
識
し
た
こ
の
節
目
の

時
が
、
最
後
の
運
動
会
で
と
て
も
残

念
だ
が
、
10
年
ぶ
り
に
同
窓
会
を
兼

ね
て
集
ま
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
」
と
感
慨
深
げ
で
し
た
。

　

最
後
の
応
援
団
長
を
務
め
た
紅
組

の
松
永
侑ゆ

な奈
さ
ん
と
白
組
の
平
薮
聡

汰
さ
ん
は
「
最
後
の
運
動
会
で
緊
張

し
ま
し
た
。
閉
校
は
寂
し
い
け
れ

ど
、
大
勢
の
人
が
来
て
、
一
緒
に
盛

り
上
げ
て
く
れ
た
の
で
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
。
一
生
の
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

昼
食
後
に
は
、
閉
校
記
念
と
し
て

航
空
写
真
撮
影
を
実
施
。
全
校
児
童

や
保
護
者
の
み
な
ら
ず
、
地
域
住
民

や
50
歳
組
、
卒
業
生
ら
み
ん
な
が
集

ま
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
沿
っ
て
円
を

描
き
、
撮
影
す
る
セ
ス
ナ
機
が
通
る

た
び
に
、
手
を
振
り
な
が
ら
記
念
撮

影
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

撮
影
後
は
児
童
に
よ
る
棒
踊
り
を

披
露
し
た
後
、
そ
の
他
の
種
目
も
歓

声
に
包
ま
れ
な
が
ら
進
行
。
運
動
会

の
目
玉
種
目
で
あ
る
全
校
児
童
に
よ

る
紅
白
対
抗
リ
レ
ー
で
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

倉津美咲音さんの選手宣誓

全校児童による紅白対抗玉入れ

みんなで参加「卒業生思い出リレー」

児童らによる棒踊り

6 年生親子種目「親子の絆」

家族で参加「家族徒競走」

壮年・消防団も出動

50 歳組も元気に参加全校児童による紅白対抗綱引き
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記録に挑戦 ～第 11 回長島町小学校陸上記録会～

５年男子
　１００㍍走　　田中　健優（田尻小）14 秒６
　走り幅跳び　　𦚰田　翔太（蔵之元小）377 ㌢
　走り高跳び　　江口　弘晃（蔵之元小）118 ㌢
　８００㍍走　　濵島　琉生（鷹巣小）２分 53 秒５
　４００㍍リレー　鷹巣小Ａ　１分 03 秒６
　　　（早﨑涼太、外園飛路人、濵島琉生、出水　翔）
５年女子
　１００㍍走　　濵畑　唯愛（鷹巣小）16 秒６
　走り幅跳び　　石元亜祐実（鷹巣小）322 ㌢
　走り高跳び　　大西ひなの（城川内小）105 ㌢
　８００㍍走　　石元亜祐実（鷹巣小）３分 06 秒８
　４００㍍リレー　城川内小　１分 07 秒８
　　　（大西ひなの、濵田ひかり、大戸久美子、飯尾天乃）
６年男子
　１００㍍走　　中西　竜誠（鷹巣小）14 秒７
　走り幅跳び　　中村　晃斗（伊唐小）398 ㌢
　走り高跳び　　濱口　天聖（鷹巣小）138 ㌢
　８００㍍走
　　１位 平　慈源（鷹巣小）２分 28 秒７新記録
　　２位 中村晃斗（伊唐小）２分 29 秒０新記録
　60 ㍍ハードル走　平　慈源（鷹巣小）10 秒９
　４００㍍リレー　鷹巣小Ａ　57 秒４　新記録
　　　（平　慈源、中西竜誠、濱口天聖、赤嵜智哉）
６年女子
　１００㍍走　　田中明憂奈（川床小）15 秒９
　走り幅跳び　　有村　春菜（城川内小）374 ㌢
　走り高跳び　　有村　春菜（城川内小）115 ㌢
　８００㍍走　　濵村　汐音（鷹巣小）３分 07 秒８
　60 ㍍ハードル走　脇田　莉未（蔵之元小）12 秒５
　４００㍍リレー　城川内小　１分 04 秒８
　　（有村春菜、小川芽依、竹山百南、山口桃佳）
５・６年混合
　４００㍍リレー　田尻小　１分 08 秒１
　　　（平藪健人、浦　嘉蓮、松永侑奈、平薮聡汰）

　10 月 19 日、町内の小学５、６年生を対象とした、
第 11 回町小学校陸上記録会が城川内運動場で開催
されました。
　この日は、100 ㍍走や走り幅跳び、走り高跳び、
800 ㍍走、60 ㍍ハードル走、混合リレー、400 ㍍
リレーが行われ、参加した 221 人の児童らは、仲
間や応援に駆け付けた保護者から、大きな声援を受
け全力を出し切りました。

　６年男子の走り高跳びに出場した、鷹巣小学校６
年の濱口天聖くんは、１㍍ 38 ㌢をクリアし、昭和
40 年以来破られていない 1 ㍍ 40 ㌢を超える１㍍
41 ㌢に挑戦。惜しくも新記録達成とはなりません
でしたが、会場全体から惜しみない拍手が送られま
した。
　大会の結果は次のとおりです。（１位・新記録達
成者のみを掲載）

長島の景色を楽しむ 第 11 回長島トライジョギング大会

　

10
月
30
日
、
第
11
回
長
島
ト
ラ

イ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
あ
り
、
約

８
０
０
人
の
参
加
者
が
秋
の
長
島
路

を
駆
け
抜
け
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
サ
ン
セ
ッ
ト
長

島
前
を
発
着
点
と
す
る
１
・
５
㎞
、

３ 

㎞
、
10
㎞
の
３
つ
の
コ
ー
ス
を
、

東
シ
ナ
海
を
望
み
な
が
ら
、
マ
イ

ペ
ー
ス
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
は
、
お
楽
し
み
抽
選
会

が
あ
り
、長
島
特
産
の
ブ
リ
や
タ
イ
、

ヒ
オ
ウ
ギ
貝
に
、
み
か
ん
、
さ
つ
ま

い
も
な
ど
の
農
水
産
物
が
当
た
る
な

ど
大
盛
況
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
蒸
か
し
イ
モ
の
無
料

サ
ー
ビ
ス
や
、
温
か
い
う
ど
ん
が
振

る
舞
わ
れ
、
お
な
か
を
す
か
せ
た
参

加
者
た
ち
は
、
お
い
し
そ
う
に
頬

張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

薩
摩
川
内
市
か
ら
家
族
で
参
加
し

た
桐
山
雄
一
郎
さ
ん
は
「
今
年
で
３

回
目
の
参
加
に
な
る
。
毎
年
子
ど
も

た
ち
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
を
走
っ

て
い
る
が
、
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い

る
。
来
年
は
家
族
６
人
で
参
加
し
た

い
」
と
、
抽
選
会
で
当
た
っ
た
ブ
リ

や
み
か
ん
を
手
に
笑
顔
で
話
し
ま
し

た
。

色とりどりの花の横をひた走るランナー

↑コスチュームを着て走る参加者 ↑抽選会で当たった商品を手にする桐山さん家族

↑急な上り坂を懸命に走る参加者

↑応援を受けながらの 800 メートル走

↑大きくジャンプ、走り幅跳び

↑記録更新を目指し高々とジャンプ
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わが町の地方創生

　長島町民から、辻調理師専門学校通信講座特別モ
ニター生が決定しました。
　長島町は、食における地方創生モデル地域として、

「料理界の東大」とよばれる辻調理師専門学校と連

　2016 年 10 月より通信講座がスタートし、今後
はモニター生による町民対象の技術発表会などを予
定しています。クックパッド公式アカウントブログ
でも、モニター生の活動を随時更新していきます。
ぜひご覧ください。

　10 月 18 日、平尾小学校（宮元龍己校長・76 人）
６年生の児童ら 15 人が、地域おこし協力隊の丸山
啓志さんと一緒に、町内の地質を調査する理科の校
外授業を行いました。
　町内では小学校理科の授業で取り扱う地層がひと
通り観察できます。今回の授業は、地層の実物を観
察することで理解を深め、関心を高めるため、地質・
化石を専門とする丸山さんが協力して実現したもの
です。
　授業を受けた竹田真

ま お

緒さんは「初めて地層を見た。
教科書で見るよりも大きくて、層の違いがはっきり
と分かり、地層もいろんな種類があることにびっく
りした」と話していました。

長島町の地質を調査
　～ 平尾小学校６年生が校外授業 ～

↑地層を削って観察する児童

ぶり奨学金寄附金 寄付者の紹介

◎問い合わせ先
　役場総務課　☎（86）1111［代表］

　この度「ぶり奨学金基金」に次の団体から、寄付をいた
だきました。
　・株式会社 川床石油設備工業
　「ぶり奨学金」は長島の子育てをみんなで支える仕組み
です。ぜひ皆さまにおかれましても、本制度に対する寄付
へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

ふるさと納税の寄付が増えています
　９月 24 日から１週間行った楽天本社（東京都）
でのふるさと納税のＰＲキャンペーン以降、納税額
が大幅に増えています。
　ふるさと納税は、自分が生まれ育った「ふるさと」
に、何らかの形で貢献あるいは応援したいという皆
さんの思いを寄付金という形で実現できる制度で

す。寄付金は「ぶり奨学金」や「景観づくりに係る
事業」など長島町をよりよくするために使われます。
　寄付者には、長島の特産品を返礼品として送付し
ています。町外に住んでいる友人や親せきにぜひ、
紹介してください。
http://www.rakuten.co.jp/f464040-nagashima/

長島大陸Ｎセンターホームページが完成

モニター生決定 　～ 辻調理師専門学校通信講座特別モニター生 ～

水口　真弓さん
受講講座　日本料理技術講座
繊細で細やかな料理を作れる
ように基本から勉強します。

濱島　敦さん
受講講座　製パン技術講座
子供たちが喜ぶようなパンを
作れるよう頑張ります。

下平　忍さん
受講講座　製パン技術講座
朝、お散歩がてら買いにこれ
るようなパン屋を開くのが夢
です。

太田　良冠さん
受講講座　日本料理技術講座
マイ包丁で頑張ります、作る
ときはぜひ食べに来てくだ
い。

携協定を結んでいます。3 年～ 5 年という長期的視
点で、長島町を「ガストロノミーアイランド＝美食
の島」として世界へ発信していくための橋渡し役と
して、今回の特別モニター制度が実現しました。

◎問い合わせ先
　役場総務課　☎（86）1111［代表］

　長島大陸 N センターの公式ホームページが完成
しました。
　イベントスケジュールや利用方法を確認すること
ができます。N センターでの自習・イベント開催に
ついて検討している人はホームページを確認してく
ださい。

　http://ncenter-nagashima.com/ 
　* QR コードからでもアクセス可能です

◎問い合わせ先
　役場総務課　☎（86）1111［代表］

地域おこし協力隊
～新たに１人を採用～

　町では、11 月から新たに１人を「地域
おこし協力隊」として採用しました。
　隊員は、地域や町と連携しながら、交流
人口の拡大や、地域資源の発掘・情報発信
に取り組んでいきます。

間
ま せ

瀬　海
うみた

太さん (22)
　東北で高校生のキャリア教育を支える NPO で活動。
アクティブラーニング、プロジェクト学習を取り入れた
ワークショップを実施。慶應義塾大学の現役学生。大学
を休学し長島町の N センタープロジェクト、子落とし
塾など教育プロジェクトで長島町の子どもたちのための
場づくり・人づくりをしていきます。
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申請しましたか？２つの給付金

○制度の概要
　平成 26 年 4 月の消費税率引上げによる影響を緩
和するため、所得の少ない人に対し、制度的な対応
を行うまでの間の、暫定的・臨時的な措置として実
施するものです。
　具体的には、支給要件を満たす人に、平成 28 年
度中に、対象者 1 人につき 3,000 円を支給します。

○支給対象者
　・平成 28 年度分の住民税が課税されていない人
　※ただし、「平成 28 年度分の住民税が課税されている人
　　に生活の面倒を見てもらっている場合（住民税におい
　　て、課税者の扶養となっている場合）」や「生活保護の
　　受給者である場合」などは対象となりません。

○支給額
　・１人につき　3,000 円

臨 時 福 祉 給 付 金
○制度の概要
　賃金引上げの恩恵が及びにくい所得の少ない年金
受給者を支援します。

○支給対象者
　次の２つの要件を共に満たす人
　①平成 28 年度臨時福祉給付金の対象者である人
　②平成 28 年 5 月分の障害基礎年金、遺族基礎年
　　金などを受給している人
　※高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）
　　を受給された人は対象外となります。

○支給額
　・対象者１人につき　30,000 円（支給は 1 回）

障害・遺族年金受給者向け給付金
（年金生活者等支援臨時福祉給付金）

○申請方法
　臨時福祉給付金、障害・遺族年金受給者向け給付
金を受け取るためには、基準日（平成 28 年 1 月 1 日）
時点で、住民票がある市町村への申請が必要です。

○申請期限　平成 28 年 11 月 30 日（水）

○提出書類　対象者と思われる人へは、申請書を郵
　　　　　　送しています。

◎問い合わせ先
　役場町民福祉課　☎（86）1157［直通］

『8020』『7024』募集中 !!
　町では、平成 28 年度歯の表彰の対象者（過去に町の歯の表彰を受け
ていない人）を募集します。

◇対象者
・今年度中に 70 歳（昭和 21 年４月１日～昭和 22 年３月 31 日生まれ）
　になり、自分の歯が 24 本以上ある人
・今年度中に 80 歳（昭和 11 年４月１日～昭和 12 年３月 31 日生まれ）
　になり、自分の歯が 20 本以上ある人
・70 歳以上で上記に該当する表彰を受けていない人
　表彰は 12 月に行う予定です。自分または家族が該当する場合は、
11 月 25 日（金）までにお知らせください。（自薦・他薦は問いません）

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課保健係
　☎（86）1146［直通］

町立幼稚園の園児を募集します

○応募資格
　町内に居住している平成 23 年４月２日から平
成 26 年４月１日までに生まれた満３歳以上で、
教育を希望する児童
○募集定員
　鷹巣幼稚園…70 人 / 獅子島幼稚園…35 人
○入園の手続き
　新規入園希望者は入園願書と支給認定申請書
を、在園児は支給認定申請書を各幼稚園に提出し
てください。用紙は幼稚園および町教育委員会教
育総務課にあります。
○受付期間
　11 月 14 日（月）～ 12 月 22 日（木）
　（土・日曜日、祝日は除く）
○保育料など
　・保育料　3,500 円（月額）
　・給食費　4,100 円（月額）

（※平成 29 年度は変更される可能性があります）

○保育時間など
　希望する幼稚園に問い合わせてください。
◎問い合わせ先
　鷹巣幼稚園　　☎（86）1268
　獅子島幼稚園　☎（89）3045

　町立幼稚園では、平成 29 年度新幼稚園児を募集します。

長島町地域包括支援センターだより

さまざまな認知症対策に取り組んでいます

◎問い合わせ先　
　長島町地域包括支援センター
　☎（86）1153［直通］

◎認知症サポーター養成講座

　平成 28 年度に入ってから、計 7 回の認知症サ
ポーター養成講座を実施し、約 300 人のサポー
ターを養成しました。
　認知症サポーターは、認知症を正しく理解し、
認知症の人や家族を見守る「応援者」です。地域
住民をはじめ、介護施設の職員、町内の消防団員
なども講座を受講し、地域全体で認知症に対する
理解を深め、誰もが安心して住みやすい地域づく
りに取り組んでいます。

◎共想法体験

　共想法をご存じですか？共想法は、千葉大学の
大武美保子准教授が開発した会話支援サービスで
す。
　参加者が持ち寄る画像 ( 写真 ) を用いて会話が
活発になるように支援し、加齢により衰える３つ
の機能「体験記憶」・「注意分割力」・「計画力」を
鍛え、認知活動を活発化します。写真を用いて会
話をすることで、脳が活性化されるという科学的
根拠も証明されています。
　9 月に、千葉大学の学生らが主催する共想法の
体験イベントを開催しました。幅広い年齢層の参
加で、「会話を活発化させるのみならず、相手を
知ることができる」と好評でした。
　共想法体験を希望する人は、問い合わせくださ
い。

　「臨時福祉給付金」と「障害・遺族年金受給者向
け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）」の
申請期限が迫っています。

　申請期限は、平成 28 年 11 月 30 日（水）です。
申請が済んでいない人はご注意ください。
※申請期限を過ぎると、給付金が受給できなくな
ります。

↑サポーター養成講座の様子
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長島フェスタを開催
　平成 28 年度長島フェスタ（産業・福祉・健康
まつり）を開催します。

［農産物等品評会］
○日時　12 月３日（土）
○会場　町開発総合センター
※出品物は、当日の午前９時までに、各自治公
　民館長さんが指定する場所へ届けてください。
　（長島フェスタのスタッフが回収します）
※直接搬入する場合は、当日午前 10 時までに
　町開発総合センターへ持参ください。
※出品物の規格、数量は各家庭に配布される長
　島フェスタのチラシを参照ください。

［長島フェスタ］
○日時　12 月４日（日）
○会場　町開発総合センター及び役場駐車場周辺
○内容（予定）
　・各種団体による出店　　・各種抽選会
　・食事コーナー（うどん）　・農地相談コーナー
　・じゃがじゃが体操　　・健康づくり講演会
　・健康相談コーナー　・福祉機器展示コーナー
　・木の家の棟上げと餅投げ

◎問い合わせ先
　長島フェスタ実行委員会（役場農林課内）
　☎（88）5670［直通］

最低賃金、しっかりチェック !!
鹿児島県最低賃金が時間額 715 円に

鹿児島県最低賃金
（地域別最低賃金）

最 低 賃 金 額
時 間 額 （円）

効 力 発 生 日

715 平成 28 年 10 月１日

◎問い合わせ先
　鹿児島労働局賃金室　☎ 099（223）8278
　川内労働基準監督署　☎ 0996（22）3225

木造住宅耐震診断・耐震改修工事等補助制度

長島町の人口は 10,431 人（平成 27 年 10 月 1 日現在）

人口（人） 世帯数

総数
総数内訳 前回調査比

総数
前回調査比

男性 女性 増減数 増減率 増減数 増減率

平成 17 年 11,958 5,698 6,260 － 594 － 4.73% 4,439 － 89 － 1.97%

平成 22 年 11,105 5,276 5,829 － 853 － 7.13% 4,303 － 136 － 3.06%

平成 27 年 10,431 5,017 5,414 － 674 － 6.07% 4,137 － 166 － 3.86%

◎問い合わせ先
　役場企画財政課広報統計係　☎（86）1134［直通］

　鹿児島県最低賃金が平成 28 年 10 月１日から
時間額 715 円に改正されました。
　これは県下のすべての労働者に適用されます。
　ただし、別に定める特定（産業別）最低賃金の
産業に該当する場合は、当該最低賃金が適用され
ます。

　最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなどす
べての労働者に適用され、使用者は労働者に対し
て最低賃金額以上の賃金を支払わなければなりま
せん。

　町では、地震に対する安心・安全なまちづくり
を推進するため、木造住宅の耐震診断・耐震改修
工事に対する補助制度があります。

○対象建築物
　昭和 56 年５月 31 日以前に着工された現在居
住している木造住宅
○補助限度額
　・耐震診断　6 万円
　・耐震改修工事　30 万円
（ ただし耐震診断で補強の必要ありと診断された
　ものに限る。）
※補助制度を活用し、耐震診断、耐震改修工事
　を考えている人はまず、ご相談ください。

◎問い合わせ先
　役場景観推進課　☎（86）1136［直通］

平成 27 年国勢調査 人口等基本集計結果

　平成 27 年 10 月１日を基準日として実施され
た、平成 27 年国勢調査の人口等基本集計結果が
公表されました。
　調査期間中、ご理解、ご協力ありがとうござい
ました。

　国勢調査は、国内に住んでいるすべての人と世
帯を対象とする国の最も重要な統計調査です。
　国勢調査から得られるさまざまな統計は、国や
地方公共団体の政治・行政において利用されるこ
とはもとより、民間企業や研究機関でも広く利用
され、そのような利用を通じて国民生活に役立て
られています。

11 月は児童虐待防止推進月間
～ 児童虐待は社会全体で解決すべき問題です ～

児童虐待とは・・・？

身体的虐待 殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さ
ぶる、やけどを負わせる、溺れさせる　など

子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポ
ルノグラフィの被写体にする　など性 的 虐 待

家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔
にする、自動車の中に放置する、重い病気になっ
ても病院に連れて行かない　など

ネグレクト

言葉による脅し、無視、きょうだい間での差
別的扱い、子どもの目の前で家族に対して暴
力をふるう（DV） 　など

心理的虐待

子どもや保護者のこんなサインを見落としていませんか？

●いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴り声がする
●不自然な傷や打撲のあとがある
●衣類やからだがいつも汚れている
●落ち着きがなく乱暴である
●表情が乏しい、活気がない
●夜遅くまで一人で遊んでいる

子どもについて

保護者について
●地域などと交流が少なく孤立している
●小さい子どもを家においたまま外出している
●子どもの養育に関して拒否的、無関心である
●子どものけがについて不自然な説明をする

○おかしいと感じたら迷わず連絡
　通告は義務（権利）です
○「しつけのつもり」は言い訳です
　子どもの立場で判断しましょう
○一人で抱え込まない
　あなたに出来る事から実行しましょう
○親の立場より子どもの立場
　子どもの命が最優先です
○虐待はあなたの周りでも起こり得る
　特別なことではありません

子どもを虐待から守るための５カ条

◎問い合わせ先
　役場町民福祉課児童福祉係　☎（86）1157［直通］

虐待防止を願って、両庁舎ロビーにオレンジ
リボンでのオレンジツリーを彩ります。役場
へお立ち寄りの際は、ぜひ、ひと（人）結び
ご協力ください。

役場では…

あなたの１本の電話で救われる子どもがいます。
児童虐待かもと思ったらすぐに電話をください。

1
いち

8
はや

9
く

児童相談所
全国共通

３桁
ダイヤル

お住まいの地域の児童相
談所につながります。
連絡者や連絡内容に関す
る秘密は守られます。
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に
ピ
ン
と
立
ち　
　
　

大
堂　

正
弘

　闘病生活、リハビリ、今の日
常生活など 94 歳でなお書き続
けられる若さと長寿の秘訣を紹
介します。

監
修　

白
澤
卓
二

　老化をおさえると、病気のリス
クも減っていく！老化を防ぐ食事
のコツと、簡単にできる老けない
運動などを紹介。

「
Dr.
白
澤
式
い
き
い
き
年
を
か
さ
ね
る

老
け
な
い
食
べ
方
」

著　

瀬
戸
内
寂
聴

「
老
い
も
病
も
受
け
入
れ
よ
う
」

デ
イ
ケ
ア
よ
り
帰
る
車
窓
に
鮮
や
け
し
夕
日
に
映
ゆ
る
コ

バ
ノ
セ
ン
ナ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
美
代
子

音
も
な
く
秋
は
め
ぐ
り
て
白
萩
の
花
び
ら
乾
く
風
に
吹
か

れ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

台
風
の
過
ぎ
去
り
し
稲
や
わ
や
わ
と
風
の
行
方
を
追
ふ
ご

と
な
び
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

浴
衣
着
せ
紅
を
差
さ
る
る
デ
イ
ケ
ア
後
姿
が
よ
し
と
友
言
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

大
潮
の
岸
壁
を
超
ゆ
る
白
波
を
今
日
生
ま
れ
日
と
思
ひ
見

る
吾　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

山
際
に
建
つ
碑

い
し
ぶ
みの

落
葉
な
ど
善
意
の
夫
婦
に
清
掃
さ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

西
空
に
半
月
白
き
朝
の
山
暑
さ
を
兆
す
陽
が
照
り
初
む
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

稲
束
に
潜
み
し
蛙
跳
ね
た
る
を
男お

の
子
も
飛
ぶ
て
掴つ

か

む
ぬ

か
る
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

10
月

曇
天
に
光
の
袋
ひ
と
と
こ
ろ
破
れ
た
よ
う
な
陽
が
海
に
謝
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
之
内
重
信

壊
さ
れ
て
畑
と
な
り
し
牛
舎
跡
二
年
経
っ
て
も
未
だ
匂
い

あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
元
　
　
司

秋
の
日
の
暮
れ
て
畑
よ
り
戻
り
来
し
妻
が
野
良
着
の
ま
ま

で
飯
食
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
益
信

寝
ち
が
え
て
回
ら
ぬ
首
も
鍬
ふ
れ
ば
い
つ
し
か
癒
え
ぬ
百

姓
わ
れ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
義
彦

傘
寿
と
う
坂
は
あ
る
べ
し
如
何
よ
う
に
越
す
べ
き
も
の
ぞ

見
え
て
た
じ
ろ
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
百
合
子

地
下
足
袋
を
履
き
し
一
生
に
悔
も
な
く
明
日
の
野
良
着
は

土
間
に
吊
し
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
学

気
を
つ
け
て
暮
ら
せ
よ
と
言
う
さ
り
げ
な
き
は
な
れ
住
む

子
の
一
言
う
れ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
洋
子

上
棟
の
餅
な
げ
あ
り
て
親
も
子
も
競
ひ
て
拾
ふ
夕
映
の
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

移
植
せ
し
海
棠
根
付
き
二
つ
三
つ
淡
き
ピ
ン
ク
の
蕾
つ
け

た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

　

離
島
へ
の
定
住
促
進
や
交
流

を
応
援
す
る
「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー

２
０
１
６
」
が
、
東
京
都
池
袋
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
か
ら
も
、
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
内
に
、
長
島
の
特
産
品

な
ど
を
揃
え
た
販
売
ブ
ー
ス
を
設
置

し
ま
す
。

　

関
東
在
住
で
、
本
町
に
縁
の
あ
る

か
た
は
、
友
人
や
知
人
を
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

○
日
時

　

11
月
26
日
（
土
）
～
27
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
（
２
日
目
は
午
後
５
時
ま
で
）

○
場
所

　

池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

　

文
化
会
館
３
階
展
示
ホ
ー
ル
Ｃ

　
（
東
京
都
豊
島
区
池
袋
３
―
１
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
６
実
行
委
員
会

　

☎
０
３
（
６
４
０
４
）
９
０
０
２

　

http://w
w

w
.i-lander.com

今
年
も
開
催
し
ま
す
！

　

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
６

　  平成 28 年度鹿児島県畜産共進会が 10 月１日
霧島市の姶良中央家畜市場で開催されました。　
　今大会には県内 11 地区から５部門に 78 頭の
出品があり、本町から出水地区代表として若雌１
区に古川修一さん（萩之牟礼）所有の「はるき号」
が出品されました。
　「はるき号」は、古川さん宅で生まれ育成され
た牛です。今回の県共進会では初出場ながら健闘
し、優秀賞になりました。

平 成 28 年 度 鹿 児 島 県 畜 産 共 進 会

↑出品した古川修一さん所有「はるき号」

1213 Nagashima town Public Relations広 報 な が し ま



廃
残
農
薬
類
、
農
業
用
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
を
回
収
し
ま
す

　

出
水
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
適
正
処
理
推
進
協
議
会

で
は
、
廃
残
農
薬
類
お
よ
び
農
業

用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
回
収
を

実
施
し
ま
す
。

［
廃
残
農
薬
］

○
日
時
お
よ
び
場
所

　

11
月
28
日
（
月
）

　

・
９
時
～
10
時

　
　

Ｊ
Ａ
東
馬
鈴
薯
選
果
場

　

・
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　

Ｊ
Ａ
長
島
馬
鈴
薯
選
果
場

○
回
収
処
理
料
金
目
安

　

３
０
０
～
２
２
０
０
０
円
／
㎏

　
（
料
金
は
種
類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

　

※
当
日
現
金
を
徴
収
し
ま
す
。

○
注
意
事
項

・
回
収
処
理
料
金
は
、
す
べ
て
現

　

金
扱
い
で
す
。

・
容
器
類
は
、
洗
浄
せ
ず
ラ
ベ
ル

　

を
付
け
た
ま
ま
回
収
で
き
ま
す
。

・
回
収
場
所
へ
運
搬
す
る
際
は
、

　

廃
液
な
ど
の
取
扱
に
注
意
し
て

　

く
だ
さ
い
。

［
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
］

○
日
時
お
よ
び
場
所

　

12
月
14
日
（
水
）
８
時
～
10
時

　

・
Ｊ
Ａ
東
馬
鈴
薯
選
果
場

　

・
伊
唐
大
橋
前
駐
車
場
（
伊
唐
側
）

　
　
（
計
量
は
伊
唐
港
）

　

12
月
15
日
（
木
）
８
時
～
10
時

　

・
Ｊ
Ａ
長
島
馬
鈴
薯
選
果
場

　

・
小
浜
港
野
積
場

○
回
収
品
目

　

農
業
用
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
・
ビ

　

ニ
ー
ル
・
肥
料
袋
・
農
薬
使
用

　

済
み
袋
（
ポ
リ
容
器
含
む
）

※
農
業
用
ポ
リ
容
器
は
、
水
で
洗
浄

し
ラ
ベ
ル
を
は
が
し
て
く
だ
さ
い
。

○
回
収
費

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル　

10
円
／
㎏

農
業
用
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム　

15
円
／
㎏

※
回
収
費
（
処
理
費
用
）
の
半
額

を
助
成
し
ま
す
。
原
則
と
し
て
、

農
協
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
ま
す

の
で
、
口
座
番
号
を
確
認
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

役
場
農
林
課
農
政
係

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

里
親
募
集
説
明
会
を
開
催　

　

里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
家
族
と
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
な
い
子
ど
も
を
、
家
族
の
一
員

と
し
て
自
ら
の
家
庭
に
迎
え
、
温

か
い
雰
囲
気
の
中
で
、
愛
情
と
真

心
を
こ
め
て
養
育
さ
れ
る
か
た
の

こ
と
で
す
。
養
育
を
お
願
い
す
る

子
ど
も
の
年
齢
は
０
歳
～
18
歳
、

養
育
期
間
は
数
カ
月
か
ら
数
年
と

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

長
島
フ
ェ
ス
タ
で
も
、
簡
易
な

ブ
ー
ス
を
設
け
ま
す
。
興
味
の
あ

る
人
は
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

12
月
８
日
（
木
）

　

午
後
６
時
30
分
～
午
後
７
時
30
分

　

・
個
別
相
談
を
希
望
さ
れ
る
人

　

は
、
こ
の
後
に
１
時
間
程
度
の

　

時
間
を
設
け
ま
す
。

○
場
所

　

長
島
町
役
場
３
階
庁
議
室

○
内
容

　

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
紹
介

　

・
概
要
説
明

　

・
個
別
相
談
（
希
望
者
の
み
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

　

県
中
央
児
童
相
談
所
地
域
支
援
指
導
課

　

☎
０
９
９
（
２
６
４
）
３
０
０
３

お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
検
診
、

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
昨
年
度
に
75
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
た
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
を
対
象
に
、
口
腔

検
診
（
お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
検

診
）
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

対
象
者
へ
は
５
月
末
に
ハ
ガ
キ

で
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す

が
、
手
元
に
無
い
人
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
検
診
期
限

　

平
成
29
年
１
月
31
日

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
９
９
（
２
０
６
）
１
３
２
９

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
無
料
検
査
の
お

知
ら
せ

　

出
水
保
健
所
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗

体
無
料
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

○
日
時

　

12
月
６
日
（
火
）
17
時
～
19
時

○
場
所

　

出
水
保
健
所
（
北
薩
地
域
振
興

　

局
出
水
庁
舎
本
館
１
階
）

○
費
用　

無
料

○
申
し
込
み
方
法

　

電
話
（
要
予
約
）

※
検
査
は
匿
名
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
検
査
結
果
は
即
日
で
わ
か

り
ま
す
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所

　

☎
（
62
）
１
６
３
６
（
内
線
２
０
５
）

移
動
援
護
相
談
を
実
施

　

移
動
援
護
相
談
と
は
、
戦
傷
病

者
や
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す

る
援
護
や
軍
人
恩
給
に
関
す
る
疑

問
な
ど
に
つ
い
て
、
県
庁
社
会
福

祉
課
の
職
員
が
直
接
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
遠
慮
な
く
相
談
く

だ
さ
い
。

○
日
時

　

12
月
15
日
（
木
）

　

午
前
11
時
～
午
後
２
時
30
分

○
場
所

　

長
島
町
役
場
３
階
庁
議
室

○
相
談
内
容

　

・
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す

　
　

る
特
別
弔
慰
金

　

・
戦
没
者
や
戦
傷
病
者
な
ど
の

　
　

妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

　

・
援
護
年
金

　

・
旧
軍
人
の
恩
給
や
扶
助
料

　

・
そ
の
他
、
日
ご
ろ
か
ら
援
護

　
　

や
軍
人
恩
給
に
関
し
て
、
疑

　
　

問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
。

○
そ
の
他

　

・
事
前
申
し
込
み
不
要

　

・
相
談
内
容
に
関
す
る
資
料
を

　
　

持
っ
て
い
る
人
は
持
参
く
だ

　
　

さ
い
。

　

・
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
情
報

　
　

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
社
会
福
祉
課
恩
給
係

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
２
８

平
成
29
年
度
「
裁
判
員
候
補

者
・
検
察
審
査
員
候
補
者
」

に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
へ

　

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
選
挙

権
を
有
す
る
県
民
の
中
か
ら
く
じ

で
選
定
さ
れ
ま
す
（
20
歳
未
満
を

除
く
）。
選
定
さ
れ
た
候
補
者
へ

は
、
11
月
中
旬
ご
ろ
に
「
裁
判
員

候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら

せ
」
ま
た
は
「
検
察
審
査
員
候
補

者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」

が
届
き
ま
す
。

　

国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
二
つ

の
制
度
で
す
。
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部
裁
判
員
係

　

☎
０
９
９
（
２
２
２
）
７
１
５
７

　

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

　

☎
０
９
９
（
８
０
８
）
３
７
１
９

第
68
回
人
権
週
間

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
12
月
４
日
か

ら
10
日
ま
で
を
「
人
権
週
間
」
と

定
め
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高

揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀
」

～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち
未
来
へ

つ
な
げ
よ
う
違
い
を
認
め
合
う
心
～

・
女
性
、
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う

・
障
害
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差

別
を
な
く
そ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
月
間

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
加

入
手
続
き
は
済
み
ま
し
た
か
？

　

労
働
保
険
は
政
府
が
管
理
、
運

営
し
て
い
る
強
制
的
な
保
険
で
あ

り
、
原
則
と
し
て
労
働
者
を
１
人

で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
適
用
事
業
と

な
り
、
そ
の
事
業
主
は
労
働
保
険

の
成
立
手
続
を
行
い
、
労
働
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

ま
だ
済
ん
で
い
な
い
事
業
主

は
、
早
め
の
加
入
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
労
働
保
険
事
務
組
合
へ

手
続
き
を
委
託
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

　

☎
（
62
）
０
６
８
５

　

川
内
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
３
２
２
５

求
職
登
録
を
お
願
い
し
ま
す

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
が
増

え
、
仕
事
を
探
す
人
（
求
職
者
）

は
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水
で
は
、
平

成
27
年
12
月
か
ら
求
人
倍
率
が
１

倍
を
超
え
、
仕
事
を
探
す
人
数
よ

り
採
用
す
る
人
数
が
多
く
な
り
、

求
人
数
も
昨
年
８
月
の
１
３
７
９

人
か
ら
今
年
の
８
月
は
１
８
３
０

人
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
を
探
し
て
い
る
人
で
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
登
録
し
て
い
な
い

人
は
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。
事

業
所
は
良
い
人
材
を
待
っ
て
い
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

　

☎
（
62
）
０
６
８
５
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★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

長島町建友会が義援金

本復興の一助に熊
　10 月３日、長島町建友会（木場盛二会長）が、
役場を訪れ、同会が熊本の被災地復興のために集
めた義援金を川添町長へ手渡しました。
　木場会長は「隣県の熊本県が被災に遭い、建友
会として何か手助けができないか考え、建友会に
所属する 39 社から寄付を募った。熊本の復旧復
興に役立ててほしい」と話しました。
　受け取った義援金は、本町を通じて熊本県町村
会（荒木泰臣嘉島町長）へ送金されました。

↑優勝した田尻 A チーム

第 11回自治公民館対抗グラウンド・ゴルフ大会

尻Ａチームが優勝田
　10 月９日、第 11 回自治公民館対抗グラウンド・
ゴルフ大会が川床コミュニティ運動場で開催さ
れ、町内の 36 自治公民館から 86 チームが参加
しました。
　雨の中での開催となりましたが、選手たちはは
つらつとしたプレーを繰り広げ、会場では多くの
好プレーに歓声が沸きました。大会結果は次のと
おりです。
団体の部　[ 優　勝 ] 田尻Ａ
　　　　　[ 準優勝 ] 川床上Ａ　[ ３位 ] 本浦Ａ
個人の部　[ 優　勝 ] 浦　健（田尻Ａ）　
　　　　　[ 準優勝 ] 増田　重尚（蔵之元Ｃ）
　　　　　[ ３　位 ] 前畑　泰雄　（山門野上Ａ）

↑川添町長へ義援金を渡す木場会長

「きっずぽんぽこ」落成式

島初の療育施設が完成長
　発達障害のある子どもたちを支援する療育施設

「きっずぽんぽこ」が本町平尾に完成し、10 月
11 日、同施設で落成式が行われ、関係者ら約 40
人が参加して、落成を祝いました。
　この施設は、ＮＰＯ法人長島福祉作業所ぽんぽ
こ村（大堂和枝理事長）が整備したもので、未就
学児を対象とした児童発達支援事業、就学児を対
象とした放課後等デイサービス事業、日中一時支
援事業の３サービスを提供します。
　大堂理事長は「これまで町内に療育施設が無
かったことから、支援の必要な子どもと保護者は
町外へ通わなければならなかった。今回、この施
設を整備したことで、子どもたちに安心して笑顔
で走り回れるような環境を作り、少しでも保護者
らの手助けをしていきたい」とあいさつしました。

↑入所者へ手渡す福㟢会長

　10 月 17 日、特別養護老人ホーム桃源郷を東生
活研究グループ（福㟢タズエ会長）が訪問。手作
り味噌や花束の贈呈が行われました。
　同グループによるこの活動は、20 年以上続い
ています。福嵜会長は「私たち手作りの味噌をた
べて、これからも元気に長生きしてください」と
感謝を込めて手渡しました。
　大川一成園長は「毎年のことでありがたい。味
噌汁やあえ物に大切に使わせてもらいます」と笑
顔を見せました。

東生活研究グループが桃源郷を訪問

づくりみそをプレゼント手

↑完成を祝う大堂理事長（写真左）とスタッフら

第４回北薩地区身体障がい者ふれあい福祉大会

がい者の文化・協調・自立・健康向上を目指す障
　第 4 回北薩地区身体障がい者ふれあい福祉大
会が 10 月 20 日に阿久根市市民会館で開催され、
北薩地区の各市町から身体障がい者協会の会員を
はじめ多くの人が来場しました。
　午前の部で開催された表彰式では、宮ノ原憲治
さん（山門野上）が自立更生者の部で表彰を受け、
受賞者を代表してあいさつを行いました。
　午後の部では文化行事の披露が行われ、近隣の
障がい者福祉施設の入所者による演奏や、阿久根
警察署「うずしお劇団」によるうそ電話詐欺防止
啓発の寸劇などが披露されました。

↑華やかな踊りで観客を魅了

舞踊集団菊の会公演

麗な舞踊に拍手喝采華
　10 月 13 日、舞踊集団菊の会による公演「日本
のおどり」がありました。
　この公演は平成 25 年 10 月以来２度目の公演
で、会場となった町文化ホールには、生後４カ月
から 100 歳までの幅広い年齢層の約 500 人が来
場しました。
　国内のみならず、海外でも高い評価を得ている
菊の会。前回に引き続き、公演を観に訪れた観客
も半数近くいました。
　公演は、あでやかな着物姿で舞う「

ことぶききくさんばんそう

寿菊三番叟」
で幕を開けると、コミカルな表現で笑いを誘う狂
言舞踊「釣女」や民族舞踊詩「ふるさと囃子」な
どの多様な舞踊で観客らを魅了しました。
　公演が終わると、ロビーで待ち受ける演者らに

「想像以上におもしろかった。また観に行きたい」
と観客が握手を求め、日本を代表する演舞に満足
した様子でした。

↑施設入所者による演奏を披露
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（　）内は前月比

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

謹
ん
で
お
悔
み

　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

▽
10
月
下
旬
か
ら
、
町
内
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
取
材
を
し
て

い
る
う
ち
に
、
強
か
っ
た
日
差
し

は
徐
々
に
弱
く
な
り
、
辺
り
は
秋

色
に
染
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

収
穫
の
秋
を
迎
え
た
島
内
で

は
、
稲
刈
り
か
ら
脱
穀
、
サ
ツ
マ

イ
モ
の
収
穫
な
ど
い
た
る
と
こ
ろ

で
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
実
家
の
手

伝
い
を
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
反
省
。

　

次
の
休
み
こ
そ
は
手
伝
い
を
…

と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、
あ
っ
と

い
う
間
に
11
月
に
入
り
ま
し
た
。

　

11
月
は
町
文
化
祭
か
ら
始
ま

り
、
つ
わ
ぶ
き
ウ
ォ
ー
ク
、
長
島

一
周
駅
伝
、
お
さ
か
な
祭
り
、
そ

し
て
12
月
の
長
島
フ
ェ
ス
タ
ま

で
、
毎
週
、
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
で

き
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
秋
の
長
島

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

私
も
実
家
の
手
伝
い
は
当
分
の

間
、
免
除
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
濵
田
将
尚
）

10,791 (-27)

平成 28 年 10 月 31 日現在

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,210 (-14)
5,581 (-13)

  4,465 (-12)

新
た
に
景
観
団
体
を
認
定

　

春
の
代
表
的
な
花
と
い
え
ば
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
は
11
月
が
植
え
付
け
の
適
期
で
す
。

　

球
根
は
茶
色
の
殻
が
つ
い
て
い
ま
す

が
、
開
花
の
不
揃
い
を
防
ぐ
た
め
、
殻

は
ピ
ン
セ
ッ
ト
な
ど
で
む
い
て
か
ら
球

根
３
球
分
の
深
さ
に
10
㌢
～
15
㌢
の
間

隔
で
植
え
つ
け
ま
す
。

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
た
い
へ
ん
水
分
を

好
み
ま
す
。
土
が
乾
く
と
花
が
咲
か
な

く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
冬

の
間
も
と
き
ど
き
水
を
与
え
て
く
だ
さ

い
。
２
月
～
３
月
に
水
分
が
不
足
す
る

と
草
丈
が
十
分
に
伸
び
な
か
っ
た
り
、

花
の
重
み
で
茎
が
折
れ
た
り
し
ま
す
の

で
た
っ
ぷ
り
と
水
を
与
え
、
芽
が
出
始

め
た
ら
化
成
肥
料
を
与
え
て
く
だ
さ
い
。

　

開
花
後
、
茎
が
枯
れ
て
き
た
ら
掘
り

出
し
、
ネ
ッ
ト
な
ど
に
入
れ
風
通
し
の

良
い
日
陰
で
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。（
生

育
条
件
の
良
い
場
所
で
あ
れ
ば
翌
年
も

咲
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

　

第
７
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
で

も
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
植
栽
す
る
予
定
で

す
。
皆
さ
ん
も
ご
自
宅
な
ど
で
植
栽
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。　

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

↑認定を受けた追田夫人（右）と大田代表（左）

　

10
月
19
日
、
国
道
や
県
道
沿
い
に
花

壇
な
ど
を
造
成
管
理
し
、
花
に
よ
る
本

町
の
景
観
づ
く
り
を
推
進
す
る
「
ふ
る

さ
と
景
観
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
１
個

人
１
団
体
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

・
第
78
号

　
　

追
田　

道
明
（
川
床
下
）

・
第
79
号

　
　

長
島
町
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

　
　

代
表　

大
田　

泰
正

春
の
花
の
栽
培
方
法
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
）
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○開催日　11 月 27 日（日）
○時　間　９時～ 15 時
○会　場　薄井漁港
○主な内容
　９時～　　　　開会・オープニングセレモニー
　９時 30 分～　模擬入札・魚の一本釣り
　10 時 30 分～　漁船パレード・模擬船おろし
　11 時 30 分～　お楽しみ抽選会（１回目）
　1 2 時 ～　　　ブリ解体ショー
　12 時 30 分～　芸能ショー
　14 時 30 分～　お楽しみ抽選会（２回目）
◎問い合わせ先
　長島町地域戦略協議会（役場水産商工課内）
　☎（86）1137［直通］

○開催日　平成 29 年１月 21 日（土）
○開会式　午前９時 40 分
○会　場　長島町文化ホール周辺
○コース　すいせんめぐりコース（12km）
　　　　　古墳めぐりコース（６km）
○申込締切　12 月 16 日（金）当日消印有効
　　　　　　※申し込み先着 1,200 人で打ち切り
○申込方法　①窓口申込　社会教育課、町開発総合
　　　　　　　センターで窓口申込を受け付けます。
　　　　　　②郵便申込　電話で問い合わせください。
○参加資格　小学生以上で健康な人
○参加料　小学生・中学生　1,200 円
　　　　　高校生・一般　　1,500 円
◎問い合わせ先
　長島すいせんウォーク実行委員会
　（長島町教育委員会社会教育課内）
　☎（88）6500［直通］

第 15 回

長島すいせんウォーク

第９回

長島おさかな祭り



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１６12

９ １０４ ７ ８

１６ １７１１ １２ １４ １５

２３ ２４１８ １９ ２０ ２１ ２２

２５ ２６

２１

１３

５ ６

11/29 11/30 ３

３０ ３１

11/28

２７ ２８ ２９

11/27
◎母子相談（1歳児）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○楠元内科医院 62-8600
○来仙医院 84-2005
○山田クリニック 72-0420
○太田歯科クリニック 84-4700
□長島調剤薬局 64-5555
□よつば薬局 79-4331
□ポポロ薬局 63-4630
□スマイル薬局 84-2430
◇こどもクリニック永松64-1500

□長島フェスタ
（長島町開発総合センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

◎ラッコ教室、イルカ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○長島クリニック88-6405
○市川医院 63-3151
○吉井中央病院 62-3111
○北国医院 72-0016
○塩山歯科医院 62-2634
□しおかぜ薬局 88-6011
□第二緑調剤薬局 63-1177
□マリン薬局 63-6678
□上野薬局 72-1016
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

□農業用廃プラスチック類回収
（JA 東馬鈴薯選果場

・伊唐大橋前駐車場）

◎１歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

□農業用廃プラスチック類回収
（JA 長島馬鈴薯選果場

・小浜港野積場）

◎ラッコ教室、イルカ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○三慶医院 63-2333
○わかずぎ皮フ科クリニック64-1313
○阿久根眼科 72-0040
○こじま歯科医院 63-4618
□タカラ調剤薬局 62-8813
□オレンジ薬局 79-3972
□高松薬局 73-4002
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

天皇誕生日

○飯尾医院 88-5040
○福元医院 67-3200
○荘記念病院 82-3113
○林胃腸科外科 73-3639
○北園歯科医院 64-2151
□ハート薬局 79-3877
□しもずる薬局 64-2211
□阿久根薬局 72-1017

○鷹巣診療所 86-0054
○整形外科ばばぐちクリニック64-8260
○しもぞのクリニック 63-8300
○植村整形外科 72-1041
○脇本病院 75-2121
○中島歯科医院 82-0020
□長島調剤薬局 64-5555
□フタヤ薬局 67-5253
□ D・ML五万石薬局 63-8800
□三文字薬局 75-0073
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

○長島クリニック88-6405
○山田クリニック 72-0420
□しおかぜ薬局 88-6011
□よつば薬局 79-4331

○平尾診療所 88-2595
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○クリニック．なかむら 62-0241
○門松医院 64-6100
○つばさ歯科 62-8519
◇こどもクリニック永松64-1500

○飯尾医院 88-5040
○恒吉医院 82-0048
○三慶医院 63-2333
○阿久根眼科 72-0040
○白男川歯科医院 63-0009
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！
● 12 月 23 日は天皇誕生日です。
　天皇誕生日は「今生天皇」（在位中の天皇）の誕生日を祝う日です。


